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はじめに

近代化の進展と共に設計されたシステムが、人の流動
や技術の進歩などによって新しいシステムに置き換えら
れることで、都市に大きな空洞が生じることがある。年間
を通じて多くの観光客が訪れ、彼らの目的地となる歴史的
建造物を多く有する京都においても、このような近現代建
築の空洞は市内各所に点在する。歴史的建造物やこうした
近現代建築の空間を組み合わせながら、国内外の重要アー
ティストの貴重な写真作品や写真コレクションの展示を
続けてきた「KYOTOGRAPHIE」（以下 KG）は、2019 年
のテーマを「VIBE」として開催 7回目を迎えた。今回も
（表 1）の通り世界各地からアーティストが参加したが、
アーティスト毎に作品に相応しい会場とキュレーターを
配置するのも KGの特徴である。
金氏徹平（以下金氏）が今回手掛けた《S.F.（Splash 

Factory）》（以下 SF）の展示会場は、ローレン・グリーン
フィールド 1 の作品展示のため、KGが 2018 年に初めて
使用した京都新聞ビルの地下にある。印刷工場跡（以下
旧工場）として眠っていたこの空洞は、金氏の創作思考
を強く刺激し、SFの展示（以下本展）を構成した新作に
大きな影響を与えただけでなく、金氏が制作において多
く用いるコラージュの手法を展開しながら、過去に制作
した作品や、他者との協働を組み込み、単なる作品の展
示会場として活用される以上に機能することとなった。
写真作品の展示において、通常は展示会場をどう作り込
み、作品をどう配置するかに大きな労力が割かれるが、今
回金氏は展示会場を起点に創作を開始したことで、その

場所でしか成立しない作品が会場全体に展開され、写真
展示を軸に開催を続けてきた KGにおいても実験的な展
示が出現することとなった。
また、民間企業からの協賛などによって運営が支えら
れる KGにおいて、限られた条件の中で準備された本展
は、様々な工夫を組み合わせながら実現に至った。会場
構成も作品制作と並行しながらほぼ現場で決定され、会
期中に来場した観客によって作品は変容し、そして他の
会場では再現できないインスタレーションの記録のた
め、最新のデジタル技術を活用した展示のアーカイブ実
験も行われた。このような今日の情報環境の変化が、本
展の会場、作品、記録の全てに関係し、影響を与えた。
本稿では、これからのアーティストや研究者、企画者
の活動の一助となるべく、本展のアーカイブとして機能
することを念頭に入れながら、SFにまつわるアーティス
トの思考や創作過程、展示記録や関連する資料を収集し、
編集を行った。また、プロジェクトメンバーで執筆を分
担したため、それぞれの文末に（名字）を付記し、担当
を明示した。 （金島）

1．S.F. - Splash Factory -2

烏丸丸太町という京都の街中にある京都新聞本社の地
下に、2015 年に閉鎖されるまで約 40 年間稼働した、印刷
工場が残っている。機械はすべて撤去され、空洞である
が、巨大な紙のロールを移動させるためのレールや機械
の設置などは残っており、不特定多数の人間が訪れるに
は危険な場所であるため、転用できない。しかし、この
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スペースを取り壊してつくり替えるには、新聞社全体の
改修が必要になってしまうなど様々な要因が重なって、
奇跡的に街のど真ん中に存在する空洞である。

SFは、ここで展示することを前提に、スペースの持つ
「空洞」に含まれた記憶、とくに無人であるにもかかわら
ず存在する強烈な人の気配と、インクの匂いをもとに構
想した。さらには久御山という京都の郊外にある最新型
の設備の整った―オートメーション化が進み、ものす
ごいスピードで稼働しているが、ほとんど人の気配がな
い―新工場 3との対比やそことの往復によって、時間を
超えた人間と情報と印刷物との関係を再編集した
S.F.（Science Fiction）的なインスタレーションである。

SFシリーズは、これまでに「Smoke and Fog」4「Splash 

and Flake」5「Summer Fiction」6「Small Flood」7 などとし
て展開されてきた。このシリーズはいずれも、離れた場
所や時間、人為と自然が何がどちらかわからないくらい
に複雑に積層し、混在され、何らかの理由により機能、価
値を失われたように見える状態にある空間や物に新しい
想像力を適用した彫刻やインスタレーションである。
今回注目したのは、旧工場の壁や床やドアに付着した
インクの飛び散りや、人の手や足を介して着したインク
痕である。オートメーション化が進んだ新工場にも、同
じようなものが発生してきている点も興味深いことだっ
た。そこから、新聞という印刷物において、取材や編集
も含めた人間と情報がいかに格闘してきたかというこ
と、それにまつわる欲望が生々しく浮かび上がってきた。
長い年月をかけて堆積し、その都度、ある種のアクシ
デントを伴って、具体的な文字情報や写真になり損ねた、
CMYK4 色のインクをよみがえらせるべく、壁面の痕跡を
撮影し、インク以外の部分を消去するなど新聞をつくる
プロセスとは逆の編集を加え、何重にもインクを重ねた
抽象画のような写真に仕上げたりと、様々な展開を試み
た。これらはある意味で、オルタナティブな新聞づくり
と言える。
情報の複製、伝達、流通の手段としての新聞というメ
ディアは、美術としての写真というメディアと同様に、イ
ンクなどの液体と紙という物質からなる。新聞は、イン
クがイメージや文字や情報や記憶になって流通し、世界
像を形成している。さらに血液、絵具、水、飲料、化粧
品、スライム、海、膿、尿、雨などの液体が、地球のあ
らゆる場所や生物の体内も循環して生命や生活を回して
いる活動の一部とも考えられる。そこで本作では、絵具
などの液体、粘土、人の動きなど流動的なものが様々な
スケールで穴から出入りする映像作品や、化粧品、チョ
コレートなどのパッケージや広告や雑誌の記事からとっ
たイメージ、血液、絵具、インクなどの液体状の物質の
イメージを切り抜いてコラージュした平面、彫刻作品な

どの旧作も組み合わせて、新聞印刷の新旧工場から構想
した新たなインスタレーション作品として構成した。さ
らに、実際に展示が始まると、カメラ（スマートフォン）
を持った観客が会場内を給紙や印刷機の流れを追いなが
ら、流動的に循環することで、もうひとつのレイヤーが
加わった。
今回の制作にあたっては、私が取り組んでいるコラー
ジュ的手法の拡張としての他者との協働、とりわけ演劇
や映画のようにチームで行うスタイルをとった。特殊な
空間を新たに抽象的な架空の工場に見立ててそのなかで
写真展を構成し、かつ安全に人を流動させるために、建
築ユニットのドットアーキテクツ 8が会場構成を行った。
また時間的な流れやスケールの異なった視点を共存させ
る、重要な役割を担った照明は、これまでにも協働して
きた照明デザイナーの高田政義 9、造形物の制作の技術面
はアーティストの原田拓哉 10 が担当している。写真は自
ら撮影し、新旧工場での映像の撮影、編集、映像の展示
構成は、contact Gonzoのメンバーとしても活躍している、
アーティストの松見拓也 11 が行なった。それに加え、舞
台作品を中心に協働してきた舞台映像デザイナーの山田
晋平 12 が、これまでに共作してきた映像素材の断片を
使ってプロジェクションマッピングを展開している。さ
らにサウンドアーティストの荒木優光 13 は新旧工場で音
を採取し、ミュージシャンであり、アーティストの小松
千倫 14 とともに音を加工・編集したものを、旧工場の（天
井が段々と低くなっていたりで危険なため、観客は観る
ことはできるが立ち入れない）給紙スペースに響かせた。
新工場で、人にぶつからないようにファンシーな音楽を
奏でながら活動する、無人の給紙ロボットにヒントを得
て、この動きを模した移動するスピーカー装置をアー
ティストの小林椋 15 につくってもらい、映像と組み合わ
せて展示した。
こうしたコラージュの拡張にあるコラボレーションに
よって、ひとつの空間や出来事が多層的に解釈され、様々
なレベルにおいてコントロールを失い、多様なノイズを
発生させることによって現実からフィクションが発生す
る。（金氏）

2．本展の構成と協働

（1）展示会場と作品構成
会場となった京都新聞の旧工場は、ビルの地下 1階か
ら地下 2階に位置する。本展は（図 1）の通り、天高 10m
弱、約 1,000m2 に及ぶ大空間をほぼ全面使用して開催され
た。新作の一つである《Abstract News #3》が展示された
エレベーターホールから、展示会場に足を踏み入れた観
客がまず目にするのが、色とりどりの液体の入ったおび
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ただしい数のペットボトルである。金氏は、本展のテー
マの一つとして上述している「世界像を形成する液体物
の循環」を応用しながら、ペットボトルを足元が見えに
くい会場での導線を示す標示物として、旧工場でかつて
新聞印刷用の紙ロールを運搬する機械が動いていたレー
ルに沿う形で配置し、観客はこれらを頼りに、レール上
を歩きながら作品を鑑賞していく。
展示を前に進んでいくと、新旧の工場での取材を元に
新たに制作した《紙と液体》、《Abstract News》、《CMYK》、
《Splash Factory》の各シリーズと、以前から制作を続けて
きた《Ghost in the Liquid Room》シリーズの新作計 20 点
（表 2）、複数のアーティストとの協働（以下協働者）によ
り実現したインスタレーション（以下協働作、表 3）、本
展のテーマに沿う過去作計 10 点（表 4）16 によって構成
された巨大な空間（図 2）が広がる。
《紙と液体》のシリーズは、上述の通り、新聞を作るプ
ロセスとは逆の方法で、金氏が新旧の工場で収集したイ
ンク痕を編集した画像をシルクスクリーンの技法でキャ
ンバスに印刷した計 5点の平面作品である。同じく計 5
点ある《Abstract News》シリーズも、金氏が同様に編集
した画像を用いているが、キャンバスや紙、木、新聞紙
のメディアにインクジェットで印刷を施している。この
ように、インク痕の編集画像が複数の手法を用いてあら

ゆる支持体や素材に印刷された作品を、イメージを現像
することで可視化された写真として展示することで、KG

という写真芸術祭の文脈にも沿う展示となった。
新工場で実際に使用されていた CMYK4 色のインクを

作品の素材として扱いながら制作した《CMYK》シリー
ズ（図 3）は、インクを撮影した写真を建築用の合板など
に張り込んで立ち上げた彫刻 3点と、インクそのものを
組み合わせたインスタレーションの計 4点からなる。印
刷の基礎となる、シアン、マゼンダ、イエロー、キー・

図 1．SFフロアマップ 　©KYOTOGRAPHIE2019

図 3．金氏徹平《CMYK》2019 ©KYOTOGRAPHIE2019
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プレート（黒）で構成される色の表現法である CMYK自
体を扱って制作されたこれらの作品は、高田政義の設定
した色彩が変化するシステムを組み込んだ照明によっ
て、鑑賞する度に色彩が大きく 変する彫刻となった。そ
して、このシリーズのうち、インスタレーション作品で
ある《CMYK（題名）》は、展示終了後に京都新聞に寄託
された。
本展のタイトルにもなっている《Splash Factory》の作
品シリーズは、（Doors）、（Machines）、（Pattern）、（Posters）
と、協働作の（Sound Installation）、（Video Installation）に
より構成される。（Doors）と（Machines）（図 4）は、新
旧の工場のドアや機械を撮影した写真をランダムに配置
して印刷した作品であり、観客の多くが写真作品として

認識する作品でもあった。（Pattern）は、《紙と液体》と同
様に作成された画像を新聞の号外として印刷し、観客に
配布した抽象画のような新聞紙をつなぎ合わせて制作し
た、インスタレーション作品である。また、新工場に掲
示されていたポスターにインク痕を組み合わせて制作し
た平面作品 (Posters)は、まるで複数枚のポスターが旧工
場にそのまま残っているかように、壁に直に貼り付けら
れた。そして、以上の作品に加え、観客が立ち入ること
のできない空間を活用することで、《Splash Factory》の協
働作が大規模に展示された。（Sound Installation）は、展示
空間の位置する地下から地上に繋がる緩やかなスロープ
全体を使用し、新工場で収集した音を響かせる複数のス
ピーカーにモーターとレールを組み合わせてスロープを
徘徊させることで、ロール紙を運搬する機械を行き交う
新工場を意識させるような風景を作り出した（図 5）。
（Video Installation）は、SFシリーズで頻繁に協働してい

る松見拓也が映像の撮影から編集、構成を行い、最新の
プロジェクターやモニターを組み合わせながらの展示と
なった。高精細な画像を流すだけでなく、旧工場の入口
を遮断する大型なシャッターにインク痕の画像をランダ
ムに映し出すなど、展示映像の種類も多岐に渡った。
協働作としては他に《Holes and Building》17 がある。開

いた穴から手や様々な液体物が流れ出す映像を壁面に映
し出すことで、壁の奥への創造力を喚起させるこの作品
は、本展に合わせて過去作を編集し直すことで、あたか
も穴の開いた旧工場で上演されるパフォーマンスのよう
に展示された。また、（Make-up shadow）の過去作を組み
合わせながら制作した《Ghost in the Liquid Room》18 の協
働作は、本展の空間構成を担当した建築ユニットのドッ
トアーキテクツが単管で組んだ 19 2 台の階段に、液体物
の切り抜きや上述の《Splash Factory（Pattern）》を貼り付
けた作品である。そして本作は、《Ghost in the Liquid Room

（Make-up shadow / Stairs）》として過去作と並列に展示さ
れ（図 6）、そして観客が登ることのできる彫刻作品となっ
た。
その他、金氏が初期の頃から制作を続けている《Sea and 

Pus》20 シリーズや、海外での滞在制作を経て制作を開始
した《Gray Puddle》シリーズの作品を組み合わせながら
実現した本展は、旧工場の圧倒的な空間とそのスケール
を創作の起点とし、タイトルでもある SFの思考や「世界
像を形成する液体物の循環」を軸に、上述した様々な作
品を組み合わせながら、今までの集大成的な展示となっ
た。そして、旧工場の空間を使い切り、これだけの作品
を組み合わせながら限られた時間で本展を実現させたこ
とは、金氏自らの創造力だけでなく、協働という自力を
越えた他力を組み合わせられる創造力をも兼ね備えてい
たからでもある。（金島）

（2）企業との協働とアーカイブ
KGは民間主導のアートプログラムであり、本展も時
間的、予算的に多くの制限がある中での準備となった
が、複数の企業との協働や支援を受けながら、開催が実
現した。

【京都新聞】
　京都新聞ビル地下にある約 4年前まで印刷の輪転機が
稼働していた印刷工場跡を展示会場として使用を許可い
ただいた他、ツアー、トークイベントの共同企画や会場
提供、KG全体を含んだ広報支援を受けた。
【株式会社髙島屋】
　KG会期中の4/10-4/23に、京都髙島屋の四条通側のウィ
ンドーにてインスタレーションを展開（図7）。ウィンドー
内の背景には京都新聞の過去の桜の記事のアーカイブか

図 4．金氏徹平《Splash Factory（Machines）》2019 ©KYOTOGRAPHIE2019
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ら桜の写真部分をスキャンし拡大した写真パネルを設置
し、髙島屋、京都新聞との協働作品となった。

【ビー・エム・ダブリュー株式会社】
　KGのメインスポンサーである BMWより i3 が 提供さ
れ、金氏作品でラッピングが施された「BMW i3 ラッキー
シャトル」（図 8）が、KG会期中に京都市内を運行した。

【バング・アンド・オルフセン株式会社】
　スピーカー EDGE 1 台、BEOPLAY A9 2 台の計 3台を
無償提供。提供いただいたスピーカーに金氏作品の切り
抜きを貼り付けて台車に乗せ、サウンドインスタレー
ションの展示（図 5）に活用した。
【ソニーPCL株式会社】
　プロジェクター 9台、レンズ、65 インチモニター 3台
を無償提供。（図 2）頭上の展示の他、シャッターへの巨
大な映像投影などの要求にも柔軟に対応いただき、本展
の実現に大きく寄与いただいた。
【株式会社 Number One Drin（KINOBI）】
　京都蒸溜所が金氏とコラボレーションしたオリジナル
ラベルの KINOBI（季の美）の 200ml記念ボトル（図 9）
を、数量限定で会期中に販売した。

【京扇子 白竹堂】
　金氏とのコラボレーション扇子を 3500 円（＋税）で販
売。両面に柄の入ったリバーシブルタイプで、「漫画」「絵
の具」の2種類（図10）を制作した。「KYOTOGRAPHIE2019」
「©Teppei Kaneuji」の刻印入り。

【株式会社プチバトージャパン】
　5月 5 日の子供の日にキッズワークショップ『「White 

Discharge」をつくってみよう !』を藤井大丸屋上特設ス
ペースにて共同開催した。（詳細は後述する）
【ART 360　https://art360.place/】
　「アートの記憶を再生する」をコンセプトに、展覧会を
360°映像で アーカイブ し、配信するプ ロジ ェクト ART 

360 が、ヘッドマウントディスプレイを用いて本展を鑑賞
できるための映像を 360°カメラを用いて記録した。

　以上、本展開催に向けてご支援いただいた関係者の皆
様に心から感謝を申し上げます。（三宅・金島）

3．本展の制作プロセスと関連プログラム

本展は（表 5）の通り、半年以上の時間をかけての準備
となった。旧工場への視察を起点に作品の制作が行われ
たため、他の KGの参加アーティストとは異なり、広報
活動では過去作を用いたり、作品の設営も長い日時を確
保して行われた。また本展会期中は、複数のプログラム

図 7．京都高島屋で の展示　©KYOTOGRAPHIE2019

図 8．BMW i3 ラッキーシャトル　
©Takeshi Asano - KYOTOGRAPHIE2019

図 9．KINOBI記念ボ トル　©KYOTOGRAPHIE2019

図 10．金氏との協働による扇子　©KYOTOGRAPHIE2019
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を開催することで、金氏の思考を多角的に理解できる機
会を設けた。

表 5．本展の過程と会期中スケジュール

2018/
9/20 KG2019 への参加を打診
10/6 京都市内の候補会場を複数視察の後、旧工場を会

場に決定
12/6 展示テーマに沿う過去作21をKGの広報素材の一

つとして使用開始
12/10 新工場初回視察
12/30 展示予算についての同意
2019/
1/28 金島による KGカタログ掲載用テキスト「写真と

金氏徹平」22 が完成
1/30 協働者と共に旧工場にて記録、撮影作業
1/31 協働者と共に新工場にて記録、撮影作業
2/12 展示テーマに沿う過去作 23 をメインビジュアル

としたポスターが完成
2/14 金氏による本展の展示プラン（図 11）が完成
3/27 旧工場での設営についての最終確認会議
3/30 ドットアーキテクツによる施工用図面（図 12）完成
4/1 京都新聞社ビルでの設営開始

KGカタログ掲載用のページレイアウトが完成
4/9 京都髙島屋ウィンドーディスプレイでの設営開始
4/10 京都髙島屋ウィンドーディスプレイの展示開始
4/12 KYOTOGRAPHIE関係者向け内覧会
4/13 KYOTOGRAPHIE一般公開、展覧会ツアーの開催
4/20 展覧会トークイベントの開催
4/23 京都髙島屋ウィンドーディスプレイの展示終了
5/5 子供向けワークショップの開催
5/12 KYOTOGRAPHIE会期終了

金氏はまず、京都市内の複数の候補地から展示会場を
旧工場に決めた後、本展の構想を始め、それから約 2ヶ
月後に新工場を視察し、持ち合わせた展示の構想をもと
に、作品制作のための取材内容や協働者などの検討を
行った。そして、視察から 1ヶ月半後、協働者と共に新
工場をくまなく取材した。取材は、カメラによる静止画
の撮影に留まらず、動画や音声の記録、新聞紙、紙ゴミ、
塗料など、インスタレーションに活用される様々な素材
の収集にまで及び、また印刷工場内だけでなく、工場内
のあらゆる箇所が取材の対象となった。その後は、KGが
制作するカタログや宣伝広告用のテキストやデータの準
備や、支援いただいた企業からの依頼の対応、複数の協
働者との作業なども並行しながら、本展の準備を進めた。
会場は、本展を開催した旧工場の他、京都髙島屋の一階

にある四条通に面したウィンドーディスプレイでも期間
限定で展示を行い、京都の中心部から京都新聞へ来場者
を誘導する広報的な役割も果たした。そして本展会期中
は、関連するツアーやトークイベントのほか、子供向け
のワークショップ（以下WS）も（表 6）の通り開催した。

表 6．会期中プログラム

4/13　15:00 - 16:30　展覧会ツアー
会場：京都新聞社ビル　印刷工場跡
　金氏徹平とキュレーターの金島隆弘が《S.F.（Splash 

Factory）》を案内します。金氏徹平の遊び心あふれるダ
イナミックな世界を探り、作品制作の背景や着想源につ
いて理解を深めます。イベント後にはアーティストによ
るサイン会を開催します。
4/20　15:00 - 16:30　［対談］金氏徹平 x木村絵理子　司
会：金島隆弘
会場：京都新聞ビル　7階ホール
　展示会場のツアーに続き、アーティストである金氏徹
平と横浜美術館のキュレーター・ヨコハマトリエンナー
レの企画統括を務める木村絵理子が、KYOTOGRAPHIE

における金氏の展示を切り口に現代アートと写真の収
斂について対談します。
5/5　10:00 - 11:30　写真の彫刻をつくってみよう！
会場：ノク京都　1階ロビー
　アーティストの金氏徹平によるワークショップです。
先生の展示を見たあとに金氏先生から作品づくりを学
びながら彫刻をつくってみましょう！作品づくりには
写真と使わなくなった物やリサイクル用品を使います。
つくった彫刻はお持ち帰りいただけます。
5/5　15:00 - 16:30　「White Discharge」をつくってみよ
う！
会場：藤井大丸　屋上
　プチバトーによるスペシャルワークショップです。金
氏徹平はプラスチックの造形物を石膏で覆った彫刻で
有名な日本人アーティストです。その彫刻の名前が
「White Discharge」です。アーティストの制作方法を学
び一緒に大きな彫刻をつくりましょう！

WSは午前、午後の 2回に分けて開催し、参加した子供
たちは金氏の指導を受けながら実際に作品を制作した。
7歳以上の子供達 15 名が参加した午前の部（図 13）は、
絵の具の写真イメージとプラスチック製のリサイクル日
用品で写真の彫刻作品を制作し、参加した子供達それぞ
れが制作した作品を自由に持ち帰った。
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5 歳以上のプチバトー会員約 30 名が参加した午後の部
（図 14）は、グループに分かれた子供達が、カラフルなプ
ラスチックの既製品をホットボンドで固定しながら建造
物のように積み上げ、上から石膏をかけ、造形物を白く
覆う作品を完成させた。プログラムはどれも盛況となり、
その後も大きな事故なく、5月 12 日に KGは閉幕した。
（三宅・金島）

おわりに

本稿では、平成から令和を跨いで開催された KGの一
プログラムであった SFのアーカイブとして、関係する資
料や記録をまとめた。本展は今まで金氏が続けてきた制
作活動の延長線上に位置づけられ、また多くのアーティ
ストや企業と協働することで、自分の手で扱える範囲を
大きく超える展示の実現に至った。美術工芸の他の分野
のアーティストや職人だけでなく、音楽や演劇、建築な

どの他のジャンルの作家との「協働という方法をコラー
ジュの延長として自身の作品に取り込めるようになっ
た」24 金氏は、明治から大正、昭和の激動期に制作活動
を続けた河井 次郎（以下河井）の創作姿勢にも重なる
部分がある。教育・研究機関で培った科学的基礎と高い
技術で 作陶に挑んでいた河井の創作において、蒐集家や
他分野の職人との協働は自分を超える知識や表現を獲得
する手段となった。そして陶芸の合作のみならず、書籍
の出版、自宅の建設、藁工品、竹家具、絵画、木彫、金
工まで制作の範囲を広げ、個のみで成立する創作を否定
して自他の境のない世界に入ることで自身の創作姿勢を
固持し、「河井が 思い描く創作を実現するため、土以外
の素材についての技術や資源を持ち合わせた他力を自力
として取り込み、そして創作の上で は自身と相性のあう
人間と協働」25 した。また、河井が東京高等工業学校で
学んでいた頃の陶芸は、表現の分野における最先端技術
の一つであったが、戦後、科学技術の発展と共に登場し
たあらゆる機械に対しても、「機械は存在しない　機械は
新しい肉體」26 と、肉体の延長として機械を受け入れた。
戦前は民藝運動を牽引した河井であったが、新しい技術
にも肯定的な姿勢を持ち、分野を横断しながら、創作活
動を続けた。
金氏も、今日の現代美術の文脈において、進化し続け
る技術と共に変化する社会と対峙し、自分の制作の延長
線上に、自分にはない技術を持った他者との協働を取り
込みながら、「演劇や映画のようにチームで行うスタイ
ル」で SFを実現した。本展以降、金氏はどのような作品
を制作し、また協働していくのか。そして彫刻はどうなっ
ていくのか。本展の開催や報告を踏まえながら、「創作に
おける協働と他力」という視点から進めている自身の研
究についても更に深めていきたい。（金島）

註
１　アメリカ人写真・映像アーティスト。1992 年から四半世紀
にわたり自身の出身国のアメリカや世界各国の人間の富への
欲望を写真と映像で記録し続け、若者文化やジェンダー、消
費社会の記録に秀でた人物として高く評価されている。
２　金氏徹平「S.F.（Splash Factory）」『美術手帖 1078 号』美術
出版社、2019 年、141-150 頁。展示の記録画像 25 点、インス
タグラムに投稿された画像 8点、袋とじ形式で封入された新
作の画像と共に新聞記事のように掲載された文章を本稿のた
め再編集した。
３　2006 年京都府久世郡久御山町に創設され、2007 年より稼働
を開始した。2015年 11月で京都新聞ビル地下の旧工場は閉鎖
となり、新工場に印刷拠点が一元化された。
４　2007 年より制作を開始した作品シリーズ。透明なプラス
チックやガラスなどの素材を組み合わせた作品は、過去の展
覧会のタイトルに用いられたこともある。瀬戸内国際芸術祭
2019 では、高松の屋島山頂にて新作が展示された。
５　異なる物質でありながら視覚的には同じような素材を集

図 13．WS（午前）の様子 ©KYOTOGRAPHIE2019

図 14．WS（午後）の様子 ©KYOTOGRAPHIE2019
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め、それらを組み合わせながら制作する彫刻シリーズ。2005
年から制作を開始している。
６　大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ2018にて展示
されたインスタレーション。事前に越後妻有を視察し、地理
や気象、歴史などの土地の特徴を理解しながら、雪のない時
期の除雪車の重厚感にSF的な世界の広がりを感じて制作した
点で、本展に近いアプローチといえる。
７　2004 年から制作を開始した《小動物と大洪水（Small Animals 

and Great Flood）》は、水滴のにじみのある線をぼかして侵食
しながら、大きな集合体とすることで元々の個性が消え、作
品全体が単純な一つの要素となる作品シリーズ。
８　建築家の家成俊勝、赤代武志により 2004 年に共同設立され
る。建築設計にとどまらず、金氏が 2017 年に手掛けた演劇
《tower（THEATER）》の舞台美術を担当するなど、アートプロ
ジェクトにも多数参画している。
９　音楽ライブに留まらず、パフォーミングアートやコンテン
ポラリーダンス、現代美術、演劇などの照明演出を多数手掛
ける。金氏とは、KYOTO EXPERIMENTでの《四角い液体、メ
タリックなメモリー》（2014）や《tower（THEATER）》、越後
妻有の SFなどで協働している。

10　自身のアーティスト活動を続けながら、金氏の制作補助を
長く担当。近年では金氏が手がける演劇にも多数出演し、展
示から舞台まで金氏の作品への関わりは多岐にわたる。
11　塚原悠也と垣尾優が2006年に結成したパフォーマンス集団

contact Gonzoに 2010 年より加入し、同メンバー NAZEと共に
犯罪ボーイズを結成。金氏作品の撮影を手がけるほか、越後
妻有の SFでは、映像作品を共同で制作した。

12　演劇やコンテンポラリーダンスを中心とした舞台作品に多
く参加。金氏とは、舞台女優の青柳いづみと共に《レクチャー
のオバケ》（2014）や《Holes and Buildings》（2015）などの作
品を発表している。
13　音を基軸に、聞く場所の創出から記録や収集まで、聴覚の
体験を幅広く扱う。金氏とは、《tower（THEATER）》や SFな
どで協働している。
14　京都市立芸術大学大学院美術研究科博士課程絵画専攻構想
設計に在籍しながら、音楽を用いたインスタレーションなど

を手がける。金氏とは、《オバケのスカルプチャー》（2016）の
ライパフォーマンスや《tower（THEATER）》のサウンドデザ
イン・音響を担当している。
15　金氏が教 を執る京都市立芸術大学大学院美術研究科修士
課程彫刻専攻を修了（2019）。木製のオブジェクトやビデオカ
メラ、モニターなどを組み合わせながら音響装置やインスタ
レーションなどを制作する。
16　KGの開催にあわせ発行された『KYOTOGRAPHIE 2019 

Catalogue』48-57 頁に作品の一部が掲載されている。
17　2015 年にリニューアル・オープンした豊川市桜ヶ丘ミュー
ジアムへのプロジェクションマッピングとして、山田晋平と
青柳いづみと共に学生と協働しながら制作、展示された作品。
その後も会場ごとに作品を組み直しながら、神奈川芸術劇場、
リニューアル・オープンした豊田市美術館、個展を開催した
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、青森県立美術館などで展示さ
れている。
18　化粧品やスライム、チョコレートなど、形を持たない液体
物が印刷された広告物などを切り抜き、建築用の合板などに
張り込んで物質化し、それらを組み合わせた平面や彫刻の作
品シリーズ。
19　本展では、建設現場の足場として用いられる単管パイプを、
作品として展示した階段だけでなく、平面作品を展示するた
めの立体物などにも活用した。
20　額装したアクリル面の上に印刷物の切り抜きをコラージュ
した作品シリーズ。2006年から制作を開始し、SFの原点的な
作品ともいえる。
21　《Games, Dance & the Constructions（Snowplow）#3》（2018）
を活用した。
22　金島隆弘「写真と金氏徹平」『KYOTOGRAPHIE 2019 

Catalogue』2019 年、54-55 頁。
23　KGのメインビジュアルの一つとしても活用された《Sea and 

Pus（Concrete Block）》は、SFでも展示された。
24　金島、前掲書、54 頁。
25　金島隆弘「河井 次郎の創作における協働と他力」『第 69 美
学会全国大会若手フォーラム発表報告書』2018 年、91 頁。
26　河井 次郎『いのちの窓』西村書店、1948 年、28 頁。
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表 1．KYOTOGRAPHIE2019 参加アーティスト・展示会場・キュレーター・協賛

参加アーティスト（出身） 展示会場 キュレーター（または協賛）
アルバート・ワトソン
（スコットランド）

京都文化博物館 別館 フランソワ・シュヴァル
オードリー・オアロー
（presented by BMW / 共催 :京都府）

ピエール・セルネ
（フランス）& 春画

誉田屋源兵衛 竹院の間（presented by CHANEL NEXUS HALL）

ベンジャミン・ミルピエ
（フランス）

誉田屋源兵衛 黒蔵 フランソワ・シュヴ ァル、
オード リー・オアロー 
（supported by Zadig & Voltaire）

ヴェロニカ・ゲンシツカ
（ポーランド）

嶋臺ギャラリー 天田万里奈
（  supported by agnè s b. with the patronage of Adam 

Mickiewicz Institute）
金氏徹平（日本） 京都新聞ビ ル

印刷工場跡
金島隆弘
（共催 :京都新聞）

イズマイル・バリー
（フランス・チュニジア）

二条城 二の丸御殿
御清所

ムーナ・メクアール

パオロ・ペレグリン（イタリア）、
岡原功祐（日本）、
Magnum Live Lab/19 in Kyoto

堀川御池ギャラリー
1階, 2 階

アンドレア・ホルツヘル
（presented by FUJIFILM）

アルフレート・エールハルト（ドイツ）両足院（建仁寺山内） ソニア・フォス
（supported by Alfred Ehrhardt Stiung Berlin）

ヴィック・ムニーズ（ブラジル） ASPHODEL （presented by Ruinart）
顧 剣亨（中国） Sfera パスカル・ボース
アルベルト・コルダ、ルネ・ペーニャ、
アレハンドロ・ゴンサレス（キューバ）

y gion クリスティーナ・ヴィヴェス

表 2．SFにて展示された新作（計 20 点）

作品名 メディア
紙と液体 #1 紙、インクジェット、

シルクスクリーン、アクリル紙と液体 #2
紙と液体 #3
紙と液体 #4
紙と液体 #5
Abstract News #1 キャンバス、インクジェット
Abstract News #2 紙、インクジェット
Abstract News #3 新聞紙、インクジェット
Abstract News #4 木、インクジェット
Abstract News #5 紙、シルクスクリーン
CMYK（題名） 木、インクジェット、ペンキ缶、インク
CMYK（インクの写真の彫刻）#1 木、インクジェット
CMYK（インクの写真の彫刻）#2
CMYK（インクの写真の彫刻）#3
Ghost in the Liquid Room （Make-up shadow）#21 木、インクジェット
Ghost in the Liquid Room （Make-up shadow / Mobile）#30 木、インクジェット、金具
Splash Factory（Doors） 紙、インクジェット
Splash Factory（Machines） 紙、インクジェット
Splash Factory（Pattern） 新聞紙、インクジェット
Splash Factory（Posters） 紙、インクジェット（計 17 点）
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表 3．SFにて展示された協働作

作品名 協働者 メディア
Ghost in the Liquid Room

（Make-up shadow / Stairs）
ドット
アーキテクツ

紙、インクジェット、鉄パイプ
（その他、空間構成を広く担当）

Holes and Building 山田晋平 インスタレーション
Splash Factory（Sound Installation） 荒木優光

小松千倫
小林椋

サウンド・インスタレーション

Splash Factory（Video Installation）
Projection / screening

Projection / Video Installation

松見拓也 ビデオ・インスタレーション
（計 3点）

表 4．SFにて展示された過去作（計 10 点）

作品名 制作年 メディア
Ghost in the Liquid Room（Blood）#1 2014 木、インクジェット、金具
Ghost in the Liquid Room（Blood）#2
Ghost in the Liquid Room（Chocolate Pillar） 2016 木、インクジェット、アクリル、金具
Ghost in the Liquid Room 

（Make-up shadow）#8
2017 木、インクジェット、金具

Ghost in the Liquid Room 

（Make-up shadow / Mobile）#4
2016 木、インクジェット、金具

Ghost in the Liquid Room 

（Make-up shadow / Mobile）#5
Gray Puddle #10 2014 木、インクジェット
Gray Puddle #12
Sea and Pus（Concrete Block） 2018 紙、インクジェット、木、アクリル
Sea and Pus（石材の写真）
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図 11．SF展示プ ラン ©Teppei Kaneuji

図 2．SF展示空間　©Takeshi Asano - KYOTOGRAPHIE2019
図 5．スロープでの展示 ©Takeshi Asano - KYOTOGRAPHIE2019

図 6．SF展示空間 ©Takeshi Asano - KYOTOGRAPHIE2019
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平面作品 W4m H3m

平面作品 W2.7m H1.8m

：消火器設置箇所

立体作品 計４個

レールに沿って各色のペットボトル陳列
1mピッチごと程度に配置し、計 300 本程度を想定

平面作品 計５個（単管パイプによる展示壁に取付）

単管パイプ組による２階映像の為の高台

KIOSK エリア

可動式スピーカーエリア　10 台程度を想定

IOSK エリ

映像投影

図 12．SF会場計画図面 @dot architects




